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Aコース（スタートアップ補助）(新規事業若しくは新規事業を起こすための準備又は新規のコミュニティ活動への支援 )
団体名 ジャンル 活動タイトル

1 とちぎ楽笑一門会 高齢者福祉 “南京玉すだれ ”で高齢者への元気づけ、観光客への栃木市 PR
2 国府地区ルピナスの郷づくり実行委員会 地域活性化 ルピナス栽培で地域の活性化
3 NPO法人　一期 JAM イベント Farafi na tonton toron（ﾌｧﾗﾌｨﾅ ﾄﾝﾄﾝ ﾄﾛﾝ）～アフリカンドラム『ジェンベ』を叩こう！～
4 シルバー大学校南校盆ダンスクラブOB38期会 高齢者福祉 施設慰問による盆ダンスの演舞
5 日本の山百合を守る会 環境保護 日本の山百合を守る会
6 ふまねっと運動 39（サンキュー）クラブ 高齢者福祉 ふまねっと運動
7 コドモノミカタねっとわーく 児童福祉 知ろう！作ろう！広げよう！子どもの権利と子どもの居場所
8 栃木おそとであそぼう会 イベント 栃木おそとであそぼう会
9 栃木県立栃木農業高等学校農業土木科環境デザイン科 環境保護 グリーンバンクとちぎ

Dコース（まちづくりパワーアップ補助）（市全体の活性化につながる事業又は市全体の相互交流及び連携を図る事業への支援 )
団体名 ジャンル 活動タイトル

28 栃木どろんこバレー大会実行委員会 イベント 遊休農地を活用して、どろんこの中でバレー大会

Cコース（ジャンプアップ補助）（市内の広域的な地域の活性化につながる複数回実施する事業又は複合的に行う事業への支援）
団体名 ジャンル 活動タイトル

22 大平ウィルチェアダンス研究会 障がい者福祉 車椅子に乗って楽しく踊ろう！
23 小江戸とちぎきものの日実行委員会 イベント 小江戸とちぎきものの日プロジェクト
24 栃木市女子ソフトボール大会実行委員会 スポーツ 栃木市女子ソフトボール大会
25 田村律之助顕彰会 偉人・歴史 ―田村律之助 BEER ＆「律之助立像」再建プロジェクト―
26 2020 とちぎハートランドマラソン実行委員会 イベント 栃木市魅力発信ランニングイベント「とちぎ KURAラン」
27 特定非営利活動法人自然史データバンクアニマ net 教育・学校 フリースペース I KOU プロジェクト（DIY と農業体験）
28 栃木どろんこバレー大会実行委員会 イベント 遊休農地を活用して、どろんこの中でバレー大会

Bコース（ステップアップ補助）（既存団体の新規事業又は既存事業の充実若しくは拡大への支援）
団体名 ジャンル 活動タイトル

10 手話を広める会 障がい者福祉 栃木市奉仕員養成講座修了者対象ステップアップ講座
11 合戦場の知名度を全国区にする会 偉人・歴史 小平浪平翁のものづくりの精神を育んだ合戦場の知名度を全国区にするための冊子作製
12 傾聴ボランティアひだまり 高齢者福祉 傾聴ボランティア活動を通して人と人がささえあうぬくもりあるまちづくりに貢献する
13 渡良瀬遊水地ガイドクラブ 環境保護 渡良瀬遊水地おもてなしパンフレット作製事業
14 栃木市ホームタウン協議会設立を目指す会 スポーツ ウォーキングサッカー体験会（通年実施）
15 劇団みなみ 高齢者福祉 笑いと元気をお届けする
16 とちぎ高校生蔵部 教育・学校 栃木市高校生合同文化祭
17 とちぎの山車祭り伝承会 イベント 蔵の街から、お囃子の聞こえるまちづくり
18 劇団笑碗（げきだんエーワン） 高齢者福祉 劇団として施設訪問
19 ネットワークとちぎ 地域活性化 蔵プロジェクト～蔵のまち　ショーウインド～
20 栃工高スカイベリージャムチーム 教育・学校 スカイベリージャムレシピ活動
21 栃木県立栃木農業高等学校 農業環境部環境活動班 環境保護 新しい時代の道普請～市民参加型のインフラ整備
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特集2
令和２年度市民活動推進事業

とちぎ夢ファーレ
助成事業決定

栃木市の市民活動を応援！

■令 和 2 年度  と ちぎ夢ファーレ  助成決定事業

■ P i c k  U P !  今 年 度 の 夢 フ ァ ー レ 助 成 事 業
今年度の新規事業（Aコース）
NPO法人　一期 JAM
F
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onton t

ト ロ ン
oron

～アフリカンドラム『ジェンベ』を叩こう！～

　遠い遠いアフリカ、ギニアからは今日も賑やかな
太鼓の音と人々の笑い声が聞こえてきます。幸せ
な時も辛い時もいつもそこには音楽がありました。
世代も国境もあらゆる垣根をこえて、大きな空の下
ではみんな同じ。みんなを幸せにしてくれる、みん
な輪になってリズムにのって踊って。アフリカの生
活は日本に比べると全く楽じゃない。だけど音楽が
あるから、みんな幸せでいられます。
　そんなアフリカの音の風を栃木に吹かせたいと
思い活動しています。太鼓やダンスのワークショッ
プ、ライブを行い、アフリカの魅力、アフリカの
人たちの価値観、アフリカの文化を広めています。
ちょっとした幸せを音の風に乗せてお届けします。

ステップアップ補助（Ｂコース）
栃木県立栃木農業高等学校 農業環境部
新しい時代の道

みちぶしん
普請 ～市民協働で地域環境保全～

　かつては地域や集落ごとで当たり前に行われて
いた道普請のように、「自分達の生活環境は自分達
で守る」セルフビルドによる環境保全や防災減災活
動を、高校生が主体となって実施します。
　昨年までは、豪雨災害で発生した土砂や倒木等の
廃棄物を再利用し、特殊な土のうを使用したエコロ
ジカルな林道整備（太平山内）に取り組んできま
した。定期的に開催するイベントは、市民や行政・
専門家など多様な主体を巻き込み、道普請体験や
自然観察会などを通して地域について語り合うコ
ミュニティの場となっ
ています。
　今年度は林道内の緑
化活動や地域在来種の
保存などに発展させ、
より多くの市民と繋が
りたいと考えています。

ステップアップ補助（Ｂコース）
手話を広める会
栃木市奉仕員養成講座
修了者対象 ステップアップ講座
　以前より「栃木市手
話奉仕員養成講座」の
修了者から「ステップ
講座か継続講座を開催してほしい」との声があがっ
ていました。同講座の次のステップは「栃木県手話
通訳者養成講座」ですが、実力が伴わず数年の空白
が生じてしまう現状がありました。その空白を埋め
ることはできないかと「手話を広める会」を設立、
２年前からステップアップ講座を開始しました。昨
年度は 18名の参加がありました。
　ろう者が日常で使う手話を主に、ろう講師 2人
の会話を通して教えています。また、手話は視覚的
言語であることから、あえてすべて音声なしで進行
します。受講生は日常と違うため、最初のうちは悪
戦苦闘しますが、最後の頃になると「またやりたい」
と言うようになります。「手話」という言語の魅力
を伝えるために、活動をしていきたいと思います。
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